






要約:871,402 件のマススクリーニングによって 44 例(発生頻度 1:19,805)の 21 一水酸化

酵素欠損の発見がなされていることが分った。1981 年 5 月～1988 年 6 月と 1988 年 7 月～

1989 年 12 月での発生頻度に差がなかった。単純型:塩喪失型=1:3.3,男=女=1:1.2 であっ

た。性誤認例はなかった。長期的管理と予後調査の方法につき検討を加えた。


